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○大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則 

平成５年９月２９日 

規則第１８号 

改正 平成６年３月３１日規則第９号 

平成６年９月３０日規則第２６号 

平成７年７月２１日規則第２３号 

平成１０年４月２４日規則第１８号 

平成１０年７月３１日規則第２４号 

平成１１年４月１日規則第２７号 

平成１２年３月１７日規則第８号 

平成１５年４月１日規則第１４号 

平成１６年１０月２２日規則第３４号 

平成１８年４月１日規則第２１号 

平成１８年７月１日規則第３８号 

平成１８年９月２９日規則第４６号 

平成１９年３月２８日規則第１７号 

平成２０年３月３１日規則第１７号 

平成２１年９月１０日規則第２８号 

平成２３年１２月２１日規則第３４号 

平成２４年５月３１日規則第３１号 

平成２５年１２月２４日規則第８６号 

平成２８年３月２８日規則第２１号 

平成２９年９月２６日規則第３３号 

令和３年３月３０日規則第１２号 

令和３年１１月１５日規則第４６号 

令和５年３月３１日規則第１３号 

令和６年１１月２５日規則第４１号 

（目的） 

第１条 この規則は、大東市子どもの医療費の助成に関する条例（平成５年条例第１５号。

以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めることを目的とする。 
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（医療保険各法） 

第２条 条例第２条第３号に規定する規則で定める医療保険各法は、次に掲げる法律とす

る。 

(1) 健康保険法（大正１１年法律第７０号） 

(2) 船員保険法（昭和１４年法律第７３号） 

(3) 国民健康保険法（昭和３３年法律第１９２号） 

(4) 私立学校教職員共済法（昭和２８年法律第２４５号） 

(5) 国家公務員共済組合法（昭和３３年法律第１２８号） 

(6) 地方公務員等共済組合法（昭和３７年法律第１５２号） 

（一部自己負担額） 

第３条 条例第４条に規定する一部自己負担額（治療用装具の支給を除く。）は、健康保

険法第６３条第３項第１号に規定する保険医療機関又は同法第８８条第１項に規定する

指定訪問看護事業者（以下「医療機関」という。）ごとに、１日につき５００円とする。

ただし、当該一部自己負担額は、条例第４条に規定する対象者等が負担すべき額を超え

ることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、入院時食事療養費の支給の対象となる食事の給付について

は、一部自己負担額を要しないものとする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、対象者が同一の月に同一の医療機関において行う一部自

己負担額の支払は、２日までとする。 

４ 歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せて行う医療機関における第１項及び前項の規

定の適用については、歯科診療及び歯科診療以外につき、それぞれ別の医療機関とみな

す。 

５ 対象者が同一の月に同一の医療機関において入院及び入院以外の診療を受けた場合に

おける第１項及び第３項の規定の適用については、入院及び入院以外の診療は、それぞ

れ別の医療機関について受けたものとみなす。 

６ 対象者が同一の月に支払った一部自己負担額を合算した額が２，５００円を超える場

合は、当該合算した額から２，５００円を控除した額を助成する。 

７ 前項の助成を受けようとする者は、子ども医療費助成一部自己負担額償還申請書（様

式第１号）に、支払った一部自己負担額に関する証拠書類を添えて、市長に申請しなけ

ればならない。 
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８ 市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査した上で、医療費の助成の可否

を決定し、その旨を医療費助成決定通知書（様式第２号）により当該申請を行った者に

通知するものとする。 

（助成方法の特例等） 

第４条 条例第５条ただし書に規定する特別の理由とは、次の各号のいずれかに該当する

場合をいう。 

(1) 国民健康保険法の規定により対象者に係る療養費、家族療養費又は特別療養費が支

給されたとき。 

(2) 医療保険各法（国民健康保険法を除く。）の規定により対象者に係る特定医療費又

は療養費が支給されたとき。 

(3) 契約医療機関以外の病院、診療所又は薬局において診療又は調剤を受けたとき。 

(4) 前３号に掲げる場合のほか、市長が特別に必要があると認めたとき。 

（医療証の申請） 

第５条 条例第６条第１項に規定する申請は、子ども医療証交付申請書（様式第３号。以

下「医療証交付申請書」という。）に次に掲げる書類を添えて行わなければならない。 

(1) 医療保険各法の規定による資格確認書等その他の被保険者情報が確認できる書類 

(2) 子どもを監護し、主として生計を維持している者の所得の額を明らかにすることが

できる市区町村長の証明書 

２ 条例第６条第２項に規定する申請は、医療費助成申請書（様式第４号）に次に掲げる

書類を添えて行わなければならない。 

(1) 保険給付の対象となる診療、調剤又は食事療養に要した費用につき、その支払をし

た際に厚生労働省令の定めるところにより病院、診療所又は薬局から交付された領収

書又はこれに代わる証明証書 

(2) 前条第１号の規定に該当するときは、同号に定める保険外併用療養費等の支給額を

証する書類（本市が国民健康保険法の規定による保険者として同号に定める保険外併

用療養費等を支給する場合を除く。） 

(3) 前条第２号の規定に該当するときは、同号に定める特定医療費等の支給額を証する

書類 

(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

３ 市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査した上で、医療費の助成の可否
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を決定し、その旨を医療費助成決定通知書により当該申請を行った者に通知するものと

する。 

（医療証） 

第６条 条例第７条に規定する規則で定める医療証は、子ども医療証（様式第５号）とす

る。 

（医療証の有効期限） 

第７条 医療証の有効期限は、対象者が満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日まで

とする。 

（医療証の再交付申請等） 

第８条 医療証の交付を受けた者の保護者（医療証の交付を受けた者が成年に達している

場合にあっては、医療証の交付を受けた者又はその保護者。第３項において同じ。）は、

医療証を破損し、汚損し、又は紛失したときは、医療証交付申請書を市長に提出するこ

とにより、医療証の再交付を申請することができる。 

２ 医療証を破損し、又は汚損したときの前項の申請は、同項の申請書にその医療証を添

付しなければならない。 

３ 医療証の交付を受けた者の保護者は、医療証の再交付を受けた後において、紛失した

医療証を発見したときは、直ちに市長に医療証を返還しなければならない。 

（添付書類の省略） 

第９条 市長は、対象者が子どもの医療費の助成の申請をする場合において、当該申請に

係る申請書に添付して提出する書類により証明すべき事実を対象者及び対象者と生計を

一にする者の同意を得て公簿等により確認することができるときは、当該書類の提出を

省略させることができる。 

２ 市長は、災害その他特別の事情がある場合において、特に必要があると認めるときは、

この規則の規定による申請書又は届書に添えなければならない書類を省略させ、又はこ

れに代わるべき他の書類を添えて提出させることができる。 

（届出事項） 

第１０条 条例第１２条第１項に規定する規則で定める事項は、次に掲げるものとする。 

(1) 対象者を監護し、主として生計を維持している者 

(2) 加入医療保険に関する事項 

(3) 資格喪失に関する事項 
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(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

２ 条例第１２条第１項及び第２項に規定する届出は、資格事項変更・喪失届（様式第６

号）に医療証を添えてしなければならない。 

（損害賠償を受け得る場合の届出） 

第１１条 対象者は、自己の疾病又は負傷に関し、損害賠償を受けることができる場合に

は、その事実、当該損害賠償をすべき者の氏名及び住所又は居所（氏名又は住所若しく

は居所が明らかでないときは、その旨）並びに被害の状況を速やかに市長に届け出なけ

ればならない。 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、子どもの医療費の助成に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成５年１０月１日から施行する。 

（大東市事務分掌条例施行規則の一部改正） 

２ 大東市事務分掌条例施行規則（昭和４８年規則第２号）の一部を次のように改正する。 

第３条福祉保健部福祉課医療係の項に次の号を加える。 

（７） 乳幼児入院医療費の助成に関すること。 

（制限額の特例） 

３ 平成７年６月１日から同年９月３０日までの間における第３条の規定の適用について

は、同条中「児童手当法施行令（昭和４６年政令第２８１号。以下「政令」という。）第

１１条に読み替えられる政令第１条に定める額」とあるのは「児童手当法施行令の一部

を改正する政令（平成７年政令第２２３号）による改正前の児童手当法施行令第１１条

に読み替えられる同令第１条に定める額」とする。 

附 則（平成６年規則第９号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行日以後の

医療に係る医療費の助成に適用する。 
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（大東市事務分掌条例施行規則の一部改正） 

３ 大東市事務分掌条例施行規則（昭和４８年規則第２号）の一部を次のように改正する。 

第３条福祉保健部福祉課医療係の事務分掌第７号中「入院医療費」を「医療費」に改

める。 

附 則（平成６年規則第２６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成６年１０月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行日以後の

医療に係る医療費の助成に適用する。 

（経過措置） 

３ 改正前の規則の規定に基づき作成した用紙は、改正後の規則の規定に基づき作成した

ものとみなし、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成７年規則第２３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則第３条の

規定は、平成７年６月１日から適用する。 

附 則（平成１０年規則第１８号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１０年７月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行日以後の

医療に係る医療費の助成に適用する。 

附 則（平成１０年規則第２４号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成１０年８月１日から施行する。ただし、改正後の大東市母子家庭の

医療費の助成に関する条例施行規則第３条本文、同条第３号及び第４条第１号の規定に

ついては、同年１月１日から適用する。 
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（経過措置） 

２ 改正前の大東市母子家庭の医療費の助成に関する条例施行規則、大東市乳幼児の医療

費の助成に関する条例施行規則及び大東市身体障害者及び精神薄弱者の医療費の助成に

関する条例施行規則の規定により作成した用紙は、改正後の大東市母子家庭の医療費の

助成に関する条例施行規則、大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則及び大

東市身体障害者及び精神薄弱者の医療費の助成に関する条例施行規則の規定により作成

したものとみなし、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成１１年規則第２７号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１１年７月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行日以後の

医療に係る医療費の助成に適用する。 

附 則（平成１２年規則第８号） 

この規則は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則（平成１５年規則第１４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１５年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行の日以後

の医療に係る医療費の助成に適用する。 

附 則（平成１６年規則第３４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１６年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）

の規定については、この規則の施行の日以後に係る医療費について適用し、同日前に係

る医療費については、なお従前の例による。 

３ この規則の施行の際現に改正前の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則

の様式により提出されている申請書は、新規則の様式により提出された申請書とみなす。 
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附 則（平成１８年規則第２１号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１８年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）

の規定は、この規則の施行の日以後に係る医療費について適用し、同日前に係る医療費

については、なお従前の例による。 

３ この規則の施行の際、現に改正前の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規

則の様式により提出されている申請書は、新規則の様式により提出された申請書とみな

す。 

附 則（平成１８年規則第３８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市身体障害者及び知的障害者の医療費の助成に関する条例施行規則、大

東市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例施行規則及び大東市乳幼児の医療費の助

成に関する条例施行規則の規定は、この規則の施行の日以後の医療費に係る一部自己負

担額について適用し、同日前の医療費に係る一部自己負担額については、なお従前の例

による。 

附 則（平成１８年規則第４６号） 

この規則は、平成１８年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１９年規則第１７号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１９年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定は、施行の日以後

の医療に係る医療費の助成に適用する。 

附 則（平成２０年規則第１７号） 

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年規則第２８号） 
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（施行期日） 

１ この規則は、平成２１年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定に基づき作成した

用紙は、改正後の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規則の規定に基づき作

成したものとみなし、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成２３年規則第３４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）

の規定は、この規則の施行の日以後に行われた医療に係る医療費の助成について適用し、

同日前に行われた医療に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

３ 新規則の規定に基づく助成の申請及び医療証の交付について必要な手続等は、この規

則の施行の日前においても行うことができる。 

４ この規則の施行の際、現に改正前の大東市乳幼児の医療費の助成に関する条例施行規

則に規定する様式により提出されている申請書は、新規則の様式により提出された申請

書とみなす。 

附 則（平成２４年規則第３１号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年６月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則

の様式により提出されている申請書等は、改正後の大東市子どもの医療費の助成に関す

る条例施行規則の様式により提出されたものとみなす。 

附 則（平成２５年規則第８６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２６年３月１日から施行する。ただし、第３条第７項及び様式第１

号の改正規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 
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２ 改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）

の規定は、この規則の施行の日以後に行われた医療に係る医療費の助成について適用し、

同日前に行われた医療に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

３ 新規則の規定に基づく助成の申請及び医療証の交付について必要な手続等は、この規

則の施行の日前においても行うことができる。 

附 則（平成２８年規則第２１号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年規則第３３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則については、この規則の

施行の日以後に行われた医療に係る医療費について適用し、同日前に行われた医療に係

る医療費については、なお従前の例による。 

３ 改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則第４条第１号に規定する

精神病床への入院に係る給付については、この規則の施行の日以後に新たに対象となる

対象者について適用し、同日前に係る対象者については、平成３３年３月３１日までは、

なお従前の例による。 

（準備行為） 

４ 改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則第５条、第８条及び第１

０条の規定による必要な手続その他の行為は、この条例の施行の日前においても、改正

後の同条の規定の例により行うことができる。 

附 則（令和３年規則第１２号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に第１条の規定による改正前の大東市ひとり親家庭の医療費の

助成に関する条例施行規則様式第６号又は第２条の規定による改正前の大東市子どもの

医療費の助成に関する条例施行規則様式第６号により交付されているひとり親家庭医療

証又は子ども医療証は、第１条の規定による改正後の大東市ひとり親家庭の医療費の助
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成に関する条例施行規則様式第６号又は第２条の規定による改正後の大東市子どもの医

療費の助成に関する条例施行規則様式第６号により交付されたひとり親家庭医療証又は

子ども医療証とみなす。 

附 則（令和３年規則第４６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に存するこの規則による改正前の様式（次項において「旧様式」

という。）により使用されている書類は、この規則による改正後の様式によるものとみ

なす。 

３ この規則の施行の際現に存する旧様式により作成した用紙は、当分の間、所要の調整

をして使用することができる。 

附 則（令和５年規則第１３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第１条中大東市子どもの医療

費の助成に関する条例施行規則様式第５号の改正規定、第２条中大東市重度障害者の医

療費の助成に関する条例施行規則第１０条第４項及び様式第５号の改正規定並びに第３

条中大東市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例施行規則第１１条第４項、様式第

４号及び様式第５号の改正規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則の規

定は、この規則の施行の日以後に行われる医療に係る医療費の助成について適用し、同

日前に行われた医療に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

３ 附則第１項ただし書に規定する規定の施行の際現に交付されている第１条の規定によ

る改正前の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則様式第５号、第２条の規

定による改正前の大東市重度障害者の医療費の助成に関する条例施行規則様式第５号及

び第３条の規定による改正前の大東市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例施行規

則様式第５号（次項においてこれらを「旧様式」という。）による医療証は、それぞれ

第１条の規定による改正後の大東市子どもの医療費の助成に関する条例施行規則様式第

５号、第２条の規定による改正後の大東市重度障害者の医療費の助成に関する条例施行
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規則様式第５号及び第３条の規定による改正後の大東市ひとり親家庭の医療費の助成に

関する条例施行規則様式第５号による医療証とみなす。 

４ 附則第１項ただし書に規定する規定の施行の際現に存する旧様式により作成した用紙

は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（令和６年規則第４１号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和６年１２月２日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現に存するこの規則による改正前の様式（次項において「旧様

式」という。）により使用されている書類は、この規則による改正後の様式によるもの

とみなす。 

３ この規則の施行の際現に存する旧様式により作成した用紙は、当分の間、所要の調整

をして使用することができる。 
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(裏面) 

ご 注 意 

 

1 この証は、医療費の助成を受けることができる証ですので、大切に保管してくだ

さい。 

 

2 診療などをお受けになるときは、資格確認書等その他の被保険者情報が確認できる

書類にこの証を添えて、医療機関の窓口へ必ずご提出ください。 

 

3 対象者としての資格がなくなったときは、この証は使えなくなりますので、速やか

にお返しください。 

 

4 氏名・住所又は加入医療保険等に変更があったときは、その旨を届け出てくださ

い。 

 

5 この証を破ったり、汚して使えなくなったり、又はなくしたりしたときは再交付を

受けてください。 

 

6 他の法令等により公費負担を受けることができる場合は、その公費負担を優先的に

受けてください。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条、第４条関係） 

様式第３号（第５条、第８条関係） 

様式第４号（第５条関係） 

様式第５号（第６条関係） 

様式第６号（第１０条関係） 

 


